
［成果情報名］伊勢茶の米国輸出向け栽培における病害虫防除指針  

［要約］輸出相手国である米国の残留農薬基準に即した荒茶を生産するために、使用可能

な農薬を選定して、県内の実態に応じた年間防除体系を構築し、かぶせ茶栽培に

対応した病害虫防除指針を作成した。  
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［背景・ねらい］ 

海外では緑茶需用が拡大し、伊勢茶の新たな販路先として期待されているが、輸出相

手国の残留農薬基準（以下、MRL）に即した栽培が求められる。米国の MRL は日本に

比べて厳しく、また、被覆栽培では遮光によって残留農薬の減衰が抑制される。そこで、

一・二・秋番茶を米国へ輸出するかぶせ茶栽培体系に対応した病害虫防除指針を作成す

る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．一・二・秋番茶の生育期に使用可能な農薬成分は、①米国の MRL が日本と同等以

上の 13 成分、②日本より MRL が低い、もしくは未設定だが、摘採前 40 日間で著しく

減衰し、MRL 超過リスクが低いと判断される 5 成分、③MRL 設定対象除外の 3 成分で

ある（表 1）。  

 

２．一・二・秋番茶を輸出対象とした年間防除体系では、使用する農薬成分数が 11

成分と、県平均 18.8 成分より少なく、総合的病害虫雑草管理（ IPM）の実践によ

って対応する（表 2）。  

 

３．14 日間の遮光によって、農薬成分の残留濃度は露地栽培よりも高くなる（図 1）。

被覆直前の散布は、米国の MRL が日本と同等以上で MRL 超過リスクの低い農薬

をなるべく選択する（表 1①）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．表 2 の年間防除体系はモデルであり、生産者は本指針を利用して、各地域の病害虫発

生状況に合った米国輸出向けの防除体系を組むことができる。  

 

２．一部の荒茶からは、農薬散布から 2 年経てもごく低濃度で検出される成分や、ド

リフト等の理由によって無散布の成分が検出されるため、GAP による工程管理や

自主検査による対策が必要である（図 2）。  

 

３．農薬成分の散布後 1 年までの減衰特性評価は、県内で慣行栽培された荒茶 70 点の残留

農薬分析結果を基に、散布実績のあった農薬 45 成分に対して実施した。残留農薬分析

を実施していない成分や、分析点数の少ない成分は未評価である。  

 

４．本指針は、農林水産省および農研機構 果樹茶業研究部門作成の「輸出相手国の残留

農薬基準値に対応した日本茶の病害虫防除マニュアル（2016 年）」に沿って作成した。 

 

５．MRL や農薬登録情報は今後変更される可能性があるため、定期的に最新の情報を確認

する必要がある。  




